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「
なにび とも民族の書語 と文化ゆ えに ，法の 保護を平等 に受け る権利を否定 され る こ とはな

い 。 」 州 レ ベ ル では ，イン グ リ ッ シ ュ
・プ ラ ス とい づ運動が さか ん にな っ て い る ．すなわ

ちt 「ア メ リカの国益は ，国民が英語 とその 他の 言語を獲得す る機会 を十分に与 え られた

ときに ， は じめ て守 られ る」 とい う主張で ある。

　現状をこ の よ うに認識すると ， 日本入に よるアメ リカとア メ リカ人を対象 とす る異 文化

理解 と 異文化 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の基本的課題は ， 多民族多文化多言語社会 の 構 遣 と機能

を社会統合モ デル として把握するこ とである ． こ の よ うに して は じめ て ，多元的複合的文

化の 概念が 明確 になるで あろ う 。 今回 の発題で は ，以上の テ ーマ を考えるため に ，い くつ

か の 観点を提供 した い 。
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「情報提供 を目的 とす る」 と r入間閭係の樹立を 目的 とす る」文化教 育

芝田　征二

文化 も、 ことば と同様に広義の機能範疇の
一

つ で あるコ ミ ュ ニ ケシ ョ ン をす る役

割 をもっ て い る ．コ ミユ ニ ケー シ ョ ン をする役割は、　（1）情報の 提供 を目的 と

した もの（Ttimsacti。、、al）と　（2）人 間 閔 係の 樹立 を 目的 とし た もの（lntet
、
acti 。nd ）に 分

け るこ とがで きる．

　トラン ズアクシ ョ ナル な文化 は情報を提供 し、ま た概念的な こ とを1云えた り．本

格的な交渉／話 し台い に 入 るか どうかを決め る までの文化をい う， アイ ・コ ン タ

ク ト（eアec 。fitact）やス マ イル（Slllile）等は英諾圏にお ける例で ある・

　イ ン ターアクシ ョ ナルな 文化は人間や社会関係の 確立お よび維持を目的 とし．相

互間の 意 味の 交 椣に 重要 な意味 をもっ ．会話の 開始お よ びその 維持に は ．話 し手

と閤 き手の 間 に ある
一

定 の 鬨 心 が 樹 立 さ れ な け れぱ な らな い 。 関 心 を 表 す もの と

して 愛情 や親 しみ な どを 表す 身 振 り行為 があ る．例 えば ハ ッ ギ ン グやボ デ ィ
・タ

ッ チン グな どは信頼 関係 が どれだ け樹立 して るか を知 るバ ロ メータで あ る ．

　しか し、英語 を外国語 としての授業で は トラン ズア クシ ョ ナルな文化学習に 多 く

の時問が さかれて い るの が現状 で ある． これで は相互間係の樹 立お よび 健進の た

めの 文化教育 とは い えない ． こ の よ うな 環境で 学習 され た 「コ ミ ュ ニ カ テ ィ ブ 」

方法論に 基づ く文化学習は 自然 な 会話を促進す る 助けに な る とい うよ りは 、む し

ろ かな りの 障 雹に な るか 、誤 解 を生みやす い ．
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